
　

合もあります。

８月　５日

概 施策名 高齢

No. 事務事業名 活

者

動内容 コスト（事業費

保

：千円）

高齢者バス等

健

利用助成事業 令和　２

・

年度 令和　３年度 令和

福

　３年度 令和　４年度

祉

令和　２年度 令和　３

基

年度 令和　３年度 令和

本

　４年度
活動指標名 単

目

位
実績 計画 実績 計画 決

標

算 当初予算 決算 当初予

健

算
全体事業概要

①
利用

康

率 ％ 55 46.8 56

で

70歳以上の高齢者全

福

員に郵送で、一人につ

祉

き100円券
を30枚

が

（3,000円相当）

充

を配布する。 0 29,

実

422 27,584 2

し

9,385

②

令和　５

た

年度の優先度

③2 　□

ま

 Ａ　　　 □ Ｂ　

ち

　　 □ Ｃ　　　 

要

□ Ｄ　

利用率が計画

施

値を下回っている。新

策

型コロナウイルスの影

の

響もあると思われるが

目

、券を全く利用しない

的

人もいる
□ 計画どお

高

り   
令和　３年度

齢

。
■ 遅延     

者

    
の評価

□ 進

が

展なし     

■ 

住

維持　□ 拡大 制度自

み

体は維持するが、利用

慣

実績がない人への配布

れ

をしないことも検討す

た

る必要がある。
事業区

地

分 □ 自治事務   

域

□ 法定受託   □

で

 その他
今後の方向性

、

□ 縮小　□ 改善
（

人

改善措置等）□ 休止

生

　□ 終了
計画対象 ■

の

 実施計画査定対象 

最

 □ 行政改革対象 

期

□ 廃止　　　　 

まで自分らしい生活を送ることができる社会を実現すること。

施策の方向 地域生活を支える体制の整備

新型コロナウイルスの影響により、老人福祉センター利用者数やバス等利用助成券など一部で目標値に達していない事業もあったが、おおむね計画どおりであり、地域
■ 計画どおり   

令和　３年度 生活を支える体制の整備を進めることができた。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 高齢者の地域生活を支える体制の整備のために今後も維持していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No

1

. 事務事業名 活動内容

頁

コスト（事業費：千円

令

）

老人福祉推進事業（

和

福祉総務課） 令和　２

 

年度 令和　３年度 令和

3

　３年度 令和　４年度

年

令和　２年度 令和　３

度

年度 令和　３年度 令和

　

　４年度
活動指標名 単

　

位
実績 計画 実績 計画 決

事

算 当初予算 決算 当初予

務

算
全体事業概要

①
訪問

事

理美容サービス事業 件

業

40 24 40
高齢者が

評

安心して健やかに暮ら

価

せるよう各種支援を行

表

うもの。 0 1,459

（

1,059 1,231

個

②

令和　５年度の優先

票

度

③1 　□ Ａ　　　

）

 □ Ｂ　　　 □ 

課

Ｃ　　　 □ Ｄ　

訪

名

問理美容の件数が計画

社

地を下回っているのは

会

、新型コロナウイルス

福

の影響と考えられるた

祉

め、計画どおりであ
■

部

 計画どおり   
令

・

和　３年度 った。
□ 

福

遅延        

祉

 
の評価

□ 進展なし

事

     

■ 維持　

務

□ 拡大 訪問理美容の

所

実施を今後も維持して

福

いく。
事業区分 □ 自

祉

治事務   □ 法定

総

受託   □ その他

務

今後の方向性 □ 縮小

課

　□ 改善
（改善措置

作

等）□ 休止　□ 終

成

了
計画対象 ■ 実施計

日

画査定対象  □ 行

令

政改革対象 
□ 廃止

和

　　　　 

※決算額に

　

ついては、端数処理に

４

より、他資料の決算額

年

と差異が生じている場



　

いく。
事業区分 □ 自

８

治事務   □ 法定

月

受託   □ その他

　

今後の方向性 □ 縮小

５

　□ 改善 緊急通報装

日

置の設置費の補助は今

概

後も維持していく。
（

施

改善措置等）□ 休止

策

　□ 終了
計画対象 ■

名

 実施計画査定対象 

高

 □ 行政改革対象 

齢

□ 廃止　　　　 

※

者

決算額については、端

保

数処理により、他資料

健

の決算額と差異が生じ

・

ている場合もあります

福

。

祉 基本目標 健康で福祉

No. 事務

が

事業名 活動内容 コスト

充

（事業費：千円）

老人

実

福祉センター管理運営

し

事業 令和　２年度 令和

た

　３年度 令和　３年度

ま

令和　４年度 令和　２

ち

年度 令和　３年度 令和

要

　３年度 令和　４年度

施

活動指標名 単位
実績 計

策

画 実績 計画 決算 当初予

の

算 決算 当初予算
全体事

目

業概要
①

利用人数 人 6

的

3,000 34,19

高

1 40,000
昭和5

齢

9年の開館以来、高齢

者

者の生活や健康に関す

が

る相
談に応じ、イベン

住

ト開催による教養の向

み

上や生きがい 0 50,

慣

460 46,188 5

れ

0,834
及び社会活

た

動の促進に努めている

地

。市内に居住す
②る6

域

0歳以上のすべての市

で

民が利用でき、老人ク

、

ラブを
対象に送迎を実

人

施するなど地域の高齢

生

者同士を結ぶ役 令和　

の

５年度の優先度
割も果

最

たしている。今後も引

期

き続き指定管理者によ

ま

③4 る効率的な施設運

で

営を行っていく。 　□

自

 Ａ　　　 □ Ｂ　

分

　　 □ Ｃ　　　 

ら

□ Ｄ　

新型コロナウ

し

イルスの影響により利

い

用者数が減少した。し

生

かし、さまざまな感染

活

対策などにより高齢者

を

の利用を
□ 計画どお

送

り   
令和　３年度

る

促進している。
■ 遅

こ

延         

と

の評価
□ 進展なし 

が

    

■ 維持　□

で

 拡大 利用者数は減少

き

したが、センターが高

る

齢者福祉の増進の役割

社

を果たしていることか

会

ら今後も維持していく

を

。
事業区分 □ 自治事

実

務   □ 法定受託

現

   □ その他
今後

す

の方向性 □ 縮小　□

る

 改善
（改善措置等）

こ

□ 休止　□ 終了
計

と

画対象 □ 実施計画査

。

定対象  □ 行政改

施

革対象 
□ 廃止　　

策

　　 

の方向 地域生活を支える体制の整備

新型コロナウイルスの影響により、老人福祉センター利用者数やバス等利用助成券など一部で目標値に達していない事業もあったが、おおむね計画どおりであり、地域
■ 計画どおり   

令和　３年度 生活を支える体制の整備を進めることができた。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 高齢者の地域生活を支える体制の整備のために今後も維持していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No

2

. 事務事業名 活動内容

頁

コスト（事業費：千円

令

）

市単独事業費補助金

和

（福祉総務課） 令和　

 

２年度 令和　３年度 令

3

和　３年度 令和　４年

年

度 令和　２年度 令和　

度

３年度 令和　３年度 令

　

和　４年度
活動指標名

　

単位
実績 計画 実績 計画

事

決算 当初予算 決算 当初

務

予算
全体事業概要

①
敬

事

老大会補助金交付団体

業

件 6 10 6
敬老大会補

評

助金 数
市の補助金等に

価

より各地区の自治会連

表

合会が実施する 0 16

（

,436 10,342

個

16,520
。75歳

票

以上の高齢者を老人福

）

祉センター等に招待し

課

長
②

緊急通報装置設置

名

費の補 件 10 3 10
寿

社

を祝う。 助件数
緊急通

会

報装置設置費補助金 令

福

和　５年度の優先度
緊

祉

急通報装置の設置等を

部

行うひとり暮らし高齢

・

者等に
③3 対し、補助

福

金を交付する。 　□ 

祉

Ａ　　　 □ Ｂ　　

事

　 □ Ｃ　　　 □

務

 Ｄ　

敬老大会は５地

所

区の自治会連合会と中

福

郷地区の５町内会が事

祉

業を実施するなど計画

総

どおりであった。
■ 

務

計画どおり   
令和

課

　３年度 緊急通報装置

作

の設置費の補助件数に

成

ついては進展なし。
□

日

 遅延       

令

  
の評価

□ 進展な

和

し     

■ 維持

　

　□ 拡大 敬老大会補

４

助金は長寿を祝うもの

年

であり今後も維持して



　

計画査定対象  □ 

８

行政改革対象 
□ 廃

月

止　　　　 

※決算額

　

については、端数処理

５

により、他資料の決算

日

額と差異が生じている

概

場合もあります。

施策名 高齢者保健・福祉

No. 事務事業名

基

活動内容 コスト（事業

本

費：千円）

各種手当制

目

度の充実（福祉総務課

標

） 令和　２年度 令和　

健

３年度 令和　３年度 令

康

和　４年度 令和　２年

で

度 令和　３年度 令和　

福

３年度 令和　４年度
活

祉

動指標名 単位
実績 計画

が

実績 計画 決算 当初予算

充

決算 当初予算
全体事業

実

概要
①

支給件数 件 37

し

0 410 370
寝たき

た

り老人等を介護してい

ま

る方に、6か月あたり

ち

50,
000円を支給

要

する。 0 10,000

施

20,500 20,0

策

00

②

令和　５年度の

の

優先度

③6 　□ Ａ　

目

　　 □ Ｂ　　　 

的

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

高

　

日常生活において常

齢

時介護を必要とする者

者

を在宅で介護を行って

が

いる介護者の労をねぎ

住

らい、当該高齢者福祉

み

の
■ 計画どおり  

慣

 
令和　３年度 充実を

れ

図った。
□ 遅延  

た

       
の評価

地

□ 進展なし    

域

 

■ 維持　□ 拡大

で

財政難の中、他市町の

、

情況等を参考に対象者

人

や支給要件の見直しを

生

検討していくことも必

の

要である。
事業区分 □

最

 自治事務   □ 

期

法定受託   □ そ

ま

の他
今後の方向性 □ 

で

縮小　□ 改善
（改善

自

措置等）□ 休止　□

分

 終了
計画対象 ■ 実

ら

施計画査定対象  □

し

 行政改革対象 
□ 

い

廃止　　　　 

生活を送ることができる社会を実現すること。

施策の方向 地域生活を支える体制の整備

新型コロナウイルスの影響により、老人福祉センター利用者数やバス等利用助成券など一部で目標値に達していない事業もあったが、おおむね計画どおりであり、地域
■ 計画どおり   

令和　３年度 生活を支える体制の整備を進めることができた。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 高齢者の地域生活を支える体制の整備のために今後も維持していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No

3

. 事務事業名 活動内容

頁

コスト（事業費：千円

令

）

敬老大会事業 令和　

和

２年度 令和　３年度 令

 

和　３年度 令和　４年

3

度 令和　２年度 令和　

年

３年度 令和　３年度 令

度

和　４年度
活動指標名

　

単位
実績 計画 実績 計画

　

決算 当初予算 決算 当初

事

予算
全体事業概要

①
7

務

7歳、88歳の給付件

事

数 件 2,021 1,9

業

32 2,020
市内に

評

一年以上居住する満7

価

7歳、満88歳の高齢

表

者に一
人10,000

（

円を贈る。（基準日は

個

9月15日）また、1

票

00歳 0 21,680

）

20,670 19,0

課

04
を迎えた敬老者に

名

は50,000円を贈

社

る。
②

100歳の給付

会

件数 件 40 27 40

令

福

和　５年度の優先度

③

祉

5 　□ Ａ　　　 □

部

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

・

　　 □ Ｄ　

計画値

福

には達していないが、

祉

対象者には概ね配布し

事

ているので計画どおり

務

である。
■ 計画どお

所

り   
令和　３年度

福

□ 遅延      

祉

   
の評価

□ 進展

総

なし     

■ 維

務

持　□ 拡大 他市町の

課

動向を気にかけながら

作

、当面は現状を維持し

成

ていく。
事業区分 □ 

日

自治事務   □ 法

令

定受託   □ その

和

他
今後の方向性 □ 縮

　

小　□ 改善
（改善措

４

置等）□ 休止　□ 

年

終了
計画対象 ■ 実施



　

画対象 □ 実施計画査

８

定対象  □ 行政改

月

革対象 
□ 廃止　　

　

　　 

※決算額につい

５

ては、端数処理により

日

、他資料の決算額と差

概

異が生じている場合も

施

あります。

策名 高齢者保健・福祉

N

基

o. 事務事業名 活動内

本

容 コスト（事業費：千

目

円）

地域自立生活支援

標

事業（福祉総務課） 令

健

和　２年度 令和　３年

康

度 令和　３年度 令和　

で

４年度 令和　２年度 令

福

和　３年度 令和　３年

祉

度 令和　４年度
活動指

が

標名 単位
実績 計画 実績

充

計画 決算 当初予算 決算

実

当初予算
全体事業概要

し

①
事業対象住宅戸数 戸

た

18 18 18
高齢者世

ま

話付住宅（シルバーハ

ち

ウジング）に居住する

要

高齢者が、自立して安

施

心で快適な生活が送れ

策

るよう生 0 14,51

の

8 9,156 13,0

目

42
活援助員を配置す

的

るとともに、適切な設

高

備更新などの
②

入居定

齢

員数 人 24 24 24
施

者

設管理を行う。

令和　

が

５年度の優先度

③8 　

住

□ Ａ　　　 □ Ｂ

み

　　　 □ Ｃ　　　

慣

 □ Ｄ　

三島市営加

れ

茂住宅Ａ棟の高齢者世

た

話付住宅（シルバーハ

地

ウジング）に居住する

域

高齢者の安全かつ快適

で

な在宅生活
■ 計画ど

、

おり   
令和　３年

人

度 を支援するため生活

生

援助員を派遣した。
□

の

 遅延       

最

  
の評価

□ 進展な

期

し     

■ 維持

ま

　□ 拡大 入居者の高

で

齢化が進み、自立して

自

生活できる範囲が限ら

分

れてきており、援助員

ら

へのニーズが多様化し

し

援助員の負
事業区分 □

い

 自治事務   □ 

生

法定受託   □ そ

活

の他
今後の方向性 □ 

を

縮小　□ 改善 担が大

送

きくなってきている。

る

今後このような情況の

こ

なか、援助員が入居者

と

からの様々なニーズに

が

どこまで応えて
（改善

で

措置等）□ 休止　□

き

 終了 いくかが課題。

る

計画対象 □ 実施計画

社

査定対象  □ 行政

会

改革対象 
□ 廃止　

を

　　　 

実現すること。

施策の方向 地域生活を支える体制の整備

新型コロナウイルスの影響により、老人福祉センター利用者数やバス等利用助成券など一部で目標値に達していない事業もあったが、おおむね計画どおりであり、地域
■ 計画どおり   

令和　３年度 生活を支える体制の整備を進めることができた。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 高齢者の地域生活を支える体制の整備のために今後も維持していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No

4

. 事務事業名 活動内容

頁

コスト（事業費：千円

令

）

成年後見制度利用支

和

援事業 令和　２年度 令

 

和　３年度 令和　３年

3

度 令和　４年度 令和　

年

２年度 令和　３年度 令

度

和　３年度 令和　４年

　

度
活動指標名 単位

実績

　

計画 実績 計画 決算 当初

事

予算 決算 当初予算
全体

務

事業概要
①

報酬助成件

事

数 件 5 6 7
高齢者の権

業

利を擁護するため、認

評

知症、知的障がい、
精

価

神障がいなどの理由で

表

判断能力の不十分な高

（

齢者を 0 3,078 8

個

56 3,600
対象に

票

、身寄りがないなど申

）

立てをする者がいない

課

②場合には、市長によ

名

る成年後見制度の申立

社

てを行うと
ともに、成

会

年後見人などへの報酬

福

負担が困難な被成年 令

祉

和　５年度の優先度
後

部

見人などに対しては、

・

報酬の助成を行う。
③

福

7 　□ Ａ　　　 □

祉

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

事

　　 □ Ｄ　

計画ど

務

おりの件数となってい

所

る。
■ 計画どおり 

福

  
令和　３年度

□ 

祉

遅延        

総

 
の評価

□ 進展なし

務

     

■ 維持　

課

□ 拡大 高齢者の権利

作

擁護のために、今後も

成

本事業を維持していく

日

。
事業区分 □ 自治事

令

務   □ 法定受託

和

   □ その他
今後

　

の方向性 □ 縮小　□

４

 改善
（改善措置等）

年

□ 休止　□ 終了
計


